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重
点

施
策

達
成

状
況

等
（

１
月

末
現

在
）

令
和

５
年

度
の

取
組

方
針

●
 
令

和
４

年
４

月
１

日
か

ら
改

正
女

性
活

躍
推

進
法

の
施

行
の

た
め

義
務

付
け

ら
れ

た
、

常
時

雇
用

す
る

労
働

者
数

が
1
0
1
人

以
上

3
0
0
人

以
下

の
事

業
主

か
ら

の
一

般
事

業
主

行
動

計
画

の
届

出
率

を
1
0
0
％

と
す

る
こ

と
を

目
指

す
。

届
出

率
　

8
7
.
0
％

（
1
,
9
3
4
件

/
2
,
2
2
2
件

）
新

規
義

務
対

象
事

業
主

に
対

す
る

電
話

、
資

料
送

付
等

の
個

別
の

働
き

か
け

を
積

極
的

に
実

施
し

て
い

る
。

引
き

続
き

、
一

般
事

業
主

行
動

計
画

未
届

け
の

事
業

主
に

対
し

て
積

極
的

に
個

別
の

働
き

か
け

を
行

い
、

常
時

雇
用

す
る

労
働

者
数

が
1
0
1
人

以
上

3
0
0

人
以

下
の

事
業

主
か

ら
の

一
般

事
業

主
行

動
計

画
の

届
出

率
に

つ
い

て
前

年
度

以
上

と
す

る
こ

と
を

目
指

す
。

○
マ

ザ
ー

ズ
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
事

業
に

お
け

る
担

当
者

制
に

よ
る

就
職

支
援

を
受

け
た

重
点

支
援

対
象

者
に

つ
い

て
、

就
職

率
9
3
.
1
％

以
上

マ
ザ

ー
ズ

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

事
業

に
お

け
る

担
当

者
制

に
よ

る
就

職
支

援
を

受
け

た
重

点
支

援
対

象
者

就
職

率
9
6
.
4
％

担
当

者
制

に
よ

る
個

別
支

援
等

き
め

細
か

な
支

援
を

実
施

し
、

重
点

支
援

対
象

者
の

就
職

を
推

進
す

る
。

○
マ

ザ
ー

ズ
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
事

業
に

お
け

る
担

当
者

制
に

よ
る

重
点

支
援

対
象

者
数

等
に

つ
い

て
、

厚
生

労
働

省
か

ら
示

さ
れ

た
目

標
値

以
上

を
目

指
す

。

マ
ザ

ー
ズ

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

事
業

に
お

け
る

担
当

者
制

に
よ

る
重

点
支

援
対

象
者

数
4
,
6
8
7
人

（
目

標
値

5
,
8
1
0
人

、
進

捗
率

8
0
.
7
％

）

各
拠

点
で

魅
力

あ
る

イ
ベ

ン
ト

を
実

施
し

、
新

た
な

求
職

者
の

獲
得

に
向

け
て

取
り

組
ん

で
い

く
。

2
高

齢
者

の
雇

用
対

策
の

推
進

○
生

涯
現

役
支

援
窓

口
で

の
6
5
歳

以
上

の
就

職
件

数
3
,
0
8
4
件

以
上

生
涯

現
役

支
援

窓
口

で
の

6
5
歳

以
上

就
職

件
数

3
,
0
0
1
件

（
進

捗
率

9
7
.
3
％

）
引

き
続

き
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
感

染
症

対
策

に
留

意
し

つ
つ

、
生

涯
現

役
支

援
窓

口
で

の
就

職
支

援
に

取
り

組
む

。

3
就

職
氷

河
期

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

基
づ

く
施

策
の

推
進

○
 
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
の

職
業

紹
介

に
よ

り
、

正
社

員
に

結
び

つ
い

た
就

職
氷

河
期

世
代

（
3
5
歳

～
5
4
歳

）
の

不
安

定
就

労
者

・
無

業
者

の
件

数
9
,
6
5
4

件
以

上

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

の
職

業
紹

介
に

よ
り

、
正

社
員

に
結

び
つ

い
た

就
職

氷
河

期
世

代
（

3
5
歳

～
5
4
歳

）
の

不
安

定
就

労
者

・
無

業
者

の
件

数
8
,
0
5
1
件

（
進

捗
率

8
3
.
4
％

）
（

令
和

４
年

1
2
月

末
現

在
）

就
職

氷
河

期
世

代
対

象
求

人
の

積
極

的
な

確
保

及
び

求
職

者
担

当
者

制
に

よ
る

個
別

支
援

等
、

き
め

細
か

な
支

援
を

引
き

続
き

実
施

し
、

就
職

氷
河

期
世

代
の

不
安

定
就

労
者

・
無

業
者

の
正

社
員

就
職

を
推

進
す

る
。

Ⅰ
　

働
き

方
改

革
の

定
着

に
向

け
て

1

　
令

和
４

年
度

に
お

け
る

大
阪

労
働

局
の

数
値

目
標

の
達

成
状

況

数
値

目
標

（
○
本
省
指
示
、
●
大
阪
局
独
自
）

女
性

の
活

躍
推

進

2



重
点

施
策

達
成

状
況

等
（

１
月

末
現

在
）

令
和

５
年

度
の

取
組

方
針

○
就

職
支

援
ナ

ビ
ゲ

ー
タ

ー
に

よ
る

支
援

に
つ

い
て

、
正

社
員

就
職

件
数

1
2
,
4
2
9
件

以
上

就
職

支
援

ナ
ビ

ゲ
ー

タ
ー

の
支

援
に

よ
る

正
社

員
就

職
件

数
9
,
0
5
7
件

（
進

捗
率

7
2
.
9
％

）

新
卒

者
等

の
正

社
員

就
職

に
向

け
た

支
援

を
強

化
す

る
。

○
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
の

職
業

紹
介

に
よ

り
、

正
社

員
に

結
び

つ
い

た
フ

リ
ー

タ
ー

の
件

数
8
,
0
8
9
件

以
上

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

の
職

業
紹

介
に

よ
り

、
正

社
員

に
結

び
つ

い
た

フ
リ

ー
タ

ー
等

の
件

数
5
,
5
9
2
件

（
進

捗
率

6
9
.
1
％

）
（

令
和

４
年

1
2
月

末
現

在
）

求
職

者
担

当
者

制
に

よ
る

個
別

支
援

等
、

き
め

細
か

な
支

援
を

実
施

し
、

フ
リ

ー
タ

ー
等

の
正

社
員

就
職

を
推

進
す

る
。

●
労

働
時

間
法

制
の

見
直

し
・

長
時

間
労

働
の

抑
制

及
び

過
重

労
働

の
是

正
に

向
け

た
労

働
時

間
に

関
す

る
法

制
度

の
周

知
徹

底
の

た
め

、
計

3
,
0
0
0

以
上

の
事

業
場

に
対

し
て

、
民

間
事

業
者

等
も

活
用

し
、

リ
モ

ー
ト

方
式

も
含

め
た

セ
ミ

ナ
ー

等
を

開
催

す
る

。

開
催

数
　

2
2
9
回

参
加

事
業

場
数

　
2
,
8
8
8
事

業
場

達
成

率
　

9
6
.
2
％

大
阪

働
き

方
改

革
推

進
支

援
・

賃
金

相
談

セ
ン

タ
ー

、
医

療
勤

務
環

境
改

善
支

援
セ

ン
タ

ー
と

共
催

す
る

な
ど

し
て

、
参

集
型

と
リ

モ
ー

ト
方

式
を

活
用

し
て

説
明

会
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
大

阪
労

働
局

Y
o
u
T
u
b
e
チ

ャ
ン

ネ
ル

も
活

用
し

た
。

な
お

、
労

働
時

間
相

談
・

支
援

班
に

よ
り

、
改

正
労

働
基

準
法

等
の

周
知

に
加

え
、

最
低

賃
金

及
び

生
産

性
向

上
の

支
援

策
の

周
知

を
目

的
と

し
た

個
別

支
援

を
9
6
4
事

業
場

に
対

し
て

実
施

し
て

い
る

。
ま

た
、

令
和

５
年

４
月

か
ら

適
用

さ
れ

る
中

小
企

業
に

対
す

る
割

増
賃

金
率

引
上

げ
に

つ
い

て
は

、
大

阪
働

き
方

改
革

推
進

協
議

会
メ

ン
バ

ー
で

あ
る

金
融

機
関

の
全

支
店

窓
口

へ
の

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

の
配

置
、

地
方

自
治

体
の

Ｈ
Ｐ

、
広

報
誌

掲
載

な
ど

の
協

力
を

得
て

実
施

し
た

。

中
小

企
業

に
お

い
て

は
改

正
労

働
基

準
法

を
含

む
「

働
き

方
改

革
」

に
関

し
て

、
中

小
企

業
に

対
す

る
割

増
賃

金
率

の
引

上
げ

等
認

知
度

が
低

い
項

目
が

あ
る

こ
と

を
踏

ま
え

、
今

後
と

も
感

染
症

拡
大

に
留

意
し

な
が

ら
、

周
知

に
取

り
組

む
。

令
和

６
年

３
月

ま
で

労
働

時
間

の
上

限
規

制
が

適
用

猶
予

と
な

る
事

業
・

業
務

に
つ

い
て

は
、

改
正

労
働

基
準

法
、

改
正

改
善

基
準

告
示

の
周

知
に

取
り

組
む

。
周

知
方

法
に

つ
い

て
は

、
関

係
機

関
と

連
携

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、

リ
モ

ー
ト

式
セ

ミ
ナ

ー
に

加
え

て
大

阪
労

働
局

Y
o
u
T
u
b
e
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
活

用
す

る
。

●
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
実

施
結

果
報

告
書

未
提

出
事

業
場

の
全

て
に

効
果

的
な

督
促

及
び

指
導

等
を

行
い

、
2
0
2
2

年
度

ま
で

に
提

出
率

９
０

％
以

上
と

す
る

。

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

実
施

報
告

書
提

出
状

況
（

事
業

場
規

模
5
0
人

以
上

）
提

出
率

　
8
7
.
9
％

（
令

和
３

年
）

令
和

４
年

度
末

ま
で

引
き

続
き

事
業

場
に

対
す

る
督

促
及

び
窓

口
指

導
を

実
施

し
て

目
標

達
成

の
た

め
の

取
組

を
継

続
す

る
。

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
対

策
に

取
り

組
む

事
業

場
数

が
、

令
和

９
年

ま
で

に
8
0
％

以
上

と
な

る
こ

と
を

目
指

す
。

4
若

者
の

雇
用

対
策

の
推

進

数
値

目
標

（
○
本
省
指
示
、
●
大
阪
局
独
自
）

5

労
働

時
間

法
制

の
見

直
し

・
長

時
間

労
働

の
抑

制
及

び
過

重
労

働
に

よ
る

健
康

障
害

の
防

止

3



重
点

施
策

達
成

状
況

等
（

１
月

末
現

在
）

令
和

５
年

度
の

取
組

方
針

6
雇
用
形
態
に
関
わ
ら
な
い
公
正

な
待
遇
の
確
保

●
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

助
成

金
を

活
用

し
た

正
規

雇
用

等
転

換
数

に
つ

い
て

、
前

年
度

実
績

以
上

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
助

成
金

を
活

用
し

た
正

規
雇

用
等

転
換

数
1
3
,
8
8
1
人

（
目

標
値

1
5
,
8
3
0
人

、
進

捗
率

8
7
.
7
％

）
※

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
助

成
金

（
正

社
員

化
コ

ー
ス

）
の

申
請

件
数

は
前

年
度

同
期

比
1
4
.
1
％

増
加

し
て

い
る

。

事
業

主
団

体
に

対
す

る
広

報
依

頼
や

各
種

セ
ミ

ナ
ー

等
を

通
じ

た
周

知
啓

発
に

つ
い

て
、

引
き

続
き

積
極

的
に

取
り

組
ん

で
い

く
。

7
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
等

へ
の
支
援
と
生
産
性
向
上
の
推

進

○
 
大

阪
働

き
方

改
革

推
進

支
援

・
賃

金
相

談
セ

ン
タ

ー
が

、
相

談
件

数
2
,
0
8
0
件

、
セ

ミ
ナ

ー
開

催
7
0
回

以
上

、
訪

問
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
2
6
8
0

件
実

施
で

き
る

よ
う

、
周

知
活

動
等

を
行

う
。

相
談

件
数

：
1
,
7
6
1
件

セ
ミ

ナ
ー

開
催

回
数

：
1
4
5
回

訪
問

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

実
施

件
数

：
8
6
5
件

上
半

期
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
第

７
波

の
影

響
で

セ
ン

タ
ー

の
活

動
が

制
約

さ
れ

、
相

談
件

数
及

び
訪

問
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
件

数
は

伸
び

悩
ん

だ
が

、
８

月
以

降
は

1
0
月

か
ら

大
阪

府
最

低
賃

金
が

改
定

さ
れ

る
こ

と
を

受
け

、
賃

金
引

上
げ

や
業

務
改

善
助

成
金

に
関

す
る

相
談

等
を

行
い

、
中

小
事

業
主

か
ら

の
要

望
に

的
確

に
応

え
る

こ
と

が
で

き
た

。
相

談
件

数
に

つ
い

て
は

、
年

間
目

標
を

達
成

で
き

る
見

込
み

で
あ

り
、

セ
ミ

ナ
ー

回
数

に
つ

い
て

は
既

に
年

間
目

標
を

達
成

済
で

あ
る

。

「
働

き
方

改
革

推
進

支
援

セ
ン

タ
ー

」
を

設
置

し
、

働
き

方
改

革
関

連
法

の
周

知
徹

底
と

円
滑

な
施

行
等

、
働

き
方

改
革

に
資

す
る

雇
用

管
理

の
改

善
や

働
き

方
改

革
の

取
組

推
進

の
た

め
に

必
要

と
な

る
経

営
改

善
や

労
働

生
産

性
の

向
上

に
関

す
る

取
組

に
つ

い
て

労
務

管
理

の
専

門
家

に
よ

る
相

談
支

援
、

企
業

へ
の

訪
問

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

、
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

等
の

総
合

的
な

支
援

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
を

行
う

。

数
値

目
標

（
○
本
省
指
示
、
●
大
阪
局
独
自
）

4



重
点

施
策

達
成

状
況

等
（

１
月

末
現

在
）

令
和

５
年

度
の

取
組

方
針

○
就

職
件

数
 
7
1
,
8
0
0
件

以
上

就
職

件
数

 
5
7
,
3
4
7
件

（
進

捗
率

7
9
.
9
％

）

○
充

足
数

 
8
2
,
4
7
0
人

以
上

充
足

数
 
6
5
,
6
1
3
件

（
進

捗
率

7
9
.
6
％

）

2
人

材
不

足
分

野
等

に
お

け
る

人
材

確
保

対
策

の
総

合
的

な
推

進

○
人

材
不

足
分

野
の

就
職

件
数

1
7
,
6
6
8
件

以
上

人
材

不
足

分
野

の
就

職
件

数
1
3
,
9
8
2
件

（
進

捗
率

7
9
.
1
％

）

・
人

材
不

足
分

野
（

医
療

、
介

護
、

保
育

、
建

設
、

運
輸

、
警

備
分

野
）

に
お

け
る

人
材

確
保

を
推

進
す

べ
く

、
人

材
確

保
対

策
コ

ー
ナ

ー
（

※
1
）

を
中

心
と

し
て

、
魅

力
あ

る
職

場
の

情
報

提
供

、
新

規
求

職
者

の
獲

得
、

業
界

セ
ミ

ナ
ー

や
面

接
会

の
開

催
等

、
様

々
な

取
組

を
展

開
。

（
※

1
）

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

梅
田

、
大

阪
東

、
大

阪
西

、
阿

倍
野

、
淀

川
、

堺
、

布
施

、
池

田
、

枚
方

、
茨

木
の

1
0
拠

点
に

設
置

。

引
き

続
き

、
新

規
求

職
者

の
獲

得
の

た
め

、
有

資
格

者
へ

の
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
メ

ニ
ュ

ー
の

案
内

、
魅

力
あ

る
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

等
に

取
り

組
む

と
共

に
、

事
業

所
訪

問
に

よ
る

事
業

所
情

報
の

収
集

と
活

用
、

実
際

に
働

く
場

所
を

見
て

体
感

で
き

る
体

験
会

や
面

接
会

を
開

催
す

る
等

、
多

面
的

な
取

組
を

実
施

す
る

。
加

え
て

、
関

係
機

関
・

団
体

と
の

連
携

、
マ

ス
コ

ミ
を

通
じ

た
情

報
発

信
を

積
極

的
に

行
う

こ
と

で
、

就
職

件
数

の
向

上
を

図
る

。

数
値

目
標

（
○
本
省
指
示
、
●
大
阪
局
独
自
）

Ⅱ
　

誰
も

が
活

躍
で

き
る

良
質

な
雇

用
機

会
の

確
保

1

来
所

し
た

利
用

者
と

の
接

点
を

大
切

に
し

、
窓

口
へ

の
積

極
的

な
誘

導
に

よ
り

、
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
サ

ー
ビ

ス
へ

の
定

着
を

図
る

こ
と

で
、

マ
ッ

チ
ン

グ
を

推
進

す
る

。

職
業

紹
介

業
務

の
充

実
強

化
に

よ
る

効
果

的
な

マ
ッ

チ
ン

グ
の

推
進
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重
点

施
策

達
成

状
況

等
（

１
月

末
現

在
）

令
和

５
年

度
の

取
組

方
針

●
地

方
自

治
体

と
の

一
体

的
実

施
施

設
（

生
保

型
除

く
）

に
お

け
る

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

コ
ー

ナ
ー

の
就

職
件

数
に

つ
い

て
、

2
,
7
9
0
件

以
上

地
方

自
治

体
と

の
一

体
的

実
施

施
設

（
生

保
型

除
く

）
に

お
け

る
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
コ

ー
ナ

ー
の

就
職

件
数

2
,
3
7
6
件

（
進

捗
率

8
5
.
2
％

）

引
き

続
き

、
自

治
体

と
の

連
携

を
深

め
な

が
ら

就
職

支
援

の
充

実
を

図
り

、
利

用
者

数
及

び
就

職
件

数
の

向
上

に
努

め
る

。

○
生

活
保

護
受

給
者

等
就

労
自

立
促

進
事

業
の

就
職

率
6
3
.
3
％

以
上

生
活

保
護

受
給

者
等

就
労

自
立

促
進

事
業

の
就

職
率 6
8
.
9
％

地
方

自
治

体
と

の
緊

密
な

連
携

の
下

、
引

き
続

き
、

支
援

対
象

者
へ

き
め

細
や

か
な

就
労

支
援

を
行

い
就

職
率

の
向

上
を

図
る

。

●
生

活
保

護
受

給
者

、
児

童
扶

養
手

当
受

給
者

等
の

生
活

困
窮

者
に

対
す

る
就

労
支

援
に

つ
い

て
、

就
職

件
数

3
,
8
2
0
件

以
上

生
活

保
護

受
給

者
、

児
童

扶
養

手
当

受
給

者
等

の
生

活
困

窮
者

に
対

す
る

就
労

支
援

に
係

る
就

職
件

数 3
,
0
8
8
件

（
進

捗
率

8
0
.
8
％

）

引
き

続
き

、
地

方
自

治
体

と
連

携
を

取
り

な
が

ら
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

増
加

し
て

い
る

生
活

困
窮

者
の

就
労

支
援

に
取

り
組

む
。

4
障

害
者

な
ど

の
雇

用
対

策
の

推
進

○
障

害
者

の
就

職
件

数
前

年
度

実
績

以
上

障
害

者
の

就
職

件
数

6
,
4
4
7
件

（
目

標
値

7
,
2
0
6
件

、
進

捗
率

8
9
.
5
％

）
引

き
続

き
、

求
人

の
確

保
、

き
め

細
か

な
職

業
相

談
、

職
業

紹
介

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

雇
入

れ
・

定
着

支
援

に
つ

い
て

も
充

実
強

化
を

図
る

。

5
職

業
訓

練
を

活
用

し
た

人
材

育
成

支
援

○
公

的
職

業
訓

練
の

修
了

後
３

か
月

後
の

就
職

件
数

4
,
6
5
3
件

以
上

公
的

職
業

訓
練

修
了

３
か

月
後

の
就

職
件

数
4
,
1
4
9
件

（
進

捗
率

8
9
.
2
％

）
・

訓
練

受
講

者
に

対
す

る
積

極
的

な
就

職
支

援
、

来
所

日
に

合
わ

せ
求

人
情

報
の

提
供

及
び

管
理

選
考

を
実

施
。

引
き

続
き

、
未

就
職

者
の

把
握

に
努

め
、

関
係

機
関

と
連

携
の

上
、

的
確

な
就

職
支

援
を

実
施

し
て

い
く

。

数
値

目
標

（
○
本
省
指
示
、
●
大
阪
局
独
自
）

3
地

方
自

治
と

一
体

と
な

っ
た

雇
用

対
策

の
推

進

6



重
点

施
策

達
成

状
況

等
（

１
月

末
現

在
）

令
和

５
年

度
の

取
組

方
針

●
死

亡
災

害
を

2
0
1
7
年

と
比

較
し

て
、

2
0
2
2
年

ま
で

に
1
5
％

以
上

減
少

さ
せ

る

死
亡

者
数

　
4
6
人

（
目

標
値

　
5
1
人

）

前
年

比
で

も
1
6
人

減
（

-
2
5
.
8
％

）
と

な
っ

て
お

り
、

目
標

達
成

の
見

込
み

。

死
亡

災
害

の
事

故
の

型
別

で
多

い
墜

落
・

転
落

、
交

通
事

故
を

減
少

さ
せ

る
た

め
、

夏
季

及
び

年
末

の
一

斉
現

場
指

導
、

１
月

か
ら

３
月

の
冬

季
死

亡
災

害
防

止
強

化
期

間
を

設
定

し
、

さ
ら

な
る

死
亡

災
害

の
減

少
を

目
指

す
。

●
死

傷
災

害
を

2
0
1
7
年

と
比

較
し

て
、

2
0
2
2
年

ま
で

に
５

％
以

上
減

少
さ

せ
る

死
傷

者
数

　
2
0
,
7
3
5
件

（
目

標
値

　
7
,
9
2
7
人

）

前
年

比
で

も
1
0
,
0
1
2
件

増
（

9
3
.
4
％

）
と

な
っ

て
い

る
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
よ

る
死

傷
者

数
が

大
幅

に
増

加
し

た
こ

と
が

原
因

で
あ

る
。

　
【

業
種

別
】

　
　

陸
上

貨
物

運
送

事
業

　
　

1
,
2
9
6
人

　
　

小
売

業
　

　
　

　
　

　
　

1
,
0
7
8
人

　
　

飲
食

業
　

　
　

　
　

　
　

　
4
8
6
人

　
　

保
健

衛
生

業
　

　
　

 
　

1
1
,
6
3
5
人

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

へ
の

罹
患

に
よ

る
影

響
も

あ
る

が
、

そ
れ

を
除

い
て

も
全

産
業

に
お

け
る

死
傷

災
害

件
数

が
増

加
し

て
い

る
。

内
訳

で
は

、
「

転
倒

」
、

「
動

作
の

反
動

、
無

理
な

動
作

」
で

全
体

の
約

４
割

を
占

め
て

い
る

。
業

種
別

で
は

、
第

三
次

産
業

が
５

割
以

上
を

占
め

て
お

り
、

事
故

の
型

別
で

は
、

「
転

倒
」

「
動

作
の

反
動

、
無

理
な

動
作

」
で

労
働

者
の

作
業

行
動

に
起

因
す

る
労

働
災

害
が

５
割

以
上

を
占

め
て

い
る

。
さ

ら
に

、
外

国
人

労
働

者
の

雇
用

者
数

の
増

加
が

見
込

ま
れ

、
外

国
人

労
働

者
の

死
傷

者
数

も
増

加
す

る
こ

と
が

懸
念

さ
れ

る
こ

と
を

踏
ま

え
、

こ
れ

ら
労

働
災

害
の

防
止

対
策

を
強

化
し

て
ゆ

く
。

2
最

低
賃

金
制

度
の

適
切

な
運

営
等

●
審

議
後

の
最

低
賃

金
額

（
改

正
の

有
無

に
か

か
わ

ら
ず

）
に

つ
い

て
、

大
阪

府
内

の
自

治
体

広
報

誌
へ

の
掲

載
率

を
1
0
0
％

と
す

る

掲
載

数
　

4
3
市

町
村

、
掲

載
率

　
1
0
0
％

自
治

体
広

報
誌

へ
の

掲
載

状
況

に
つ

い
て

1
0
月

の
改

正
に

向
け

て
、

早
い

段
階

か
ら

府
内

全
自

治
体

に
協

力
要

請
を

行
っ

た
。

結
果

、
大

阪
市

2
4
区

は
全

区
役

所
統

一
し

た
内

容
で

1
0
月

号
の

広
報

誌
に

掲
載

さ
れ

た
。

ま
た

、
大

阪
市

以
外

の
4
2

市
町

村
の

広
報

誌
に

つ
い

て
も

掲
載

済
み

で
あ

る
。

審
議

後
の

最
低

賃
金

額
（

改
正

の
有

無
に

か
か

わ
ら

ず
）

に
つ

い
て

、
大

阪
府

内
の

自
治

体
広

報
誌

へ
の

掲
載

率
を

1
0
0
％

と
す

る
な

ど
、

引
き

続
き

、
最

低
賃

金
額

に
つ

い
て

周
知

を
行

う
。

Ⅲ
　

安
全

に
安

心
し

て
働

く
こ

と
が

で
き

る
労

働
環

境
の

整
備

数
値

目
標

（
○
本
省
指
示
、
●
大
阪
局
独
自
）

1
安

全
で

健
康

に
働

く
こ

と
が

で
き

る
職

場
づ

く
り

の
推

進
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重
点

施
策

達
成

状
況

等
（

１
月

末
現

在
）

令
和

５
年

度
の

取
組

方
針

3
総

合
的

な
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
対

策

●
あ

っ
せ

ん
、

調
停

の
合

意
率

を
前

年
度

実
績

以
上

あ
っ

せ
ん

合
意

率
 
3
0
.
0
％

（
令

和
３

年
度

3
2
.
4
％

）
調

停
合

意
率

2
4
.
1
％

（
令

和
３

年
度

2
3
.
5
％

）

引
き

続
き

紛
争

当
事

者
に

対
し

て
制

度
の

理
解

を
得

る
よ

う
に

努
め

、
参

加
勧

奨
を

行
う

。
ま

た
、

受
理

業
務

を
行

う
相

談
員

や
指

導
員

等
に

対
し

て
研

修
等

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
あ

っ
せ

ん
や

調
停

で
の

解
決

の
促

進
を

図
る

。

4
治

療
と

仕
事

の
両

立
支

援

●
治

療
と

仕
事

の
両

立
支

援
に

係
る

説
明

会
を

前
年

度
の

実
績

以
上

の
開

催
回

数
を

目
指

す

説
明

会
開

催
回

数
　

５
回

（
前

年
度

　
４

回
）

大
阪

働
き

方
改

革
推

進
支

援
・

賃
金

相
談

セ
ン

タ
ー

と
共

催
し

て
開

催
し

た
。

疾
患

を
抱

え
な

が
ら

働
き

た
い

と
希

望
す

る
労

働
者

が
、

安
心

・
安

全
に

就
業

を
継

続
で

き
、

か
つ

、
事

業
者

の
継

続
的

な
人

材
の

確
保

、
労

働
者

の
安

心
感

や
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
向

上
に

よ
る

人
材

の
定

着
、

生
産

性
の

向
上

に
つ

な
が

る
よ

う
、

治
療

と
仕

事
の

両
立

支
援

を
推

進
し

て
い

く
。

5
労

働
力

需
給

調
整

事
業

の
適

正
な

運
営

の
促

進

●
労

働
者

派
遣

事
業

や
職

業
紹

介
事

業
を

始
め

よ
う

と
す

る
事

業
者

や
許

可
を

受
け

た
事

業
者

等
に

対
し

て
、

適
正

な
許

可
申

請
や

業
務

運
営

を
促

す
た

め
に

、
説

明
会

を
毎

月
4
回

以
上

開
催

す
る

　
労

働
者

派
遣

事
業

や
職

業
紹

介
事

業
を

始
め

よ
う

と
す

る
事

業
者

に
対

す
る

新
規

事
業

者
向

け
説

明
会

に
つ

い
て

は
、

労
働

者
派

遣
事

業
と

職
業

紹
介

事
業

の
そ

れ
ぞ

れ
毎

月
１

回
実

施
し

、
参

加
し

た
計

7
3
名

に
対

し
て

適
正

な
許

可
申

請
手

続
き

に
関

す
る

周
知

を
図

っ
た

。
　

ま
た

、
労

働
者

派
遣

事
業

や
職

業
紹

介
事

業
の

許
可

を
受

け
た

事
業

者
に

対
す

る
許

可
申

請
・

届
出

受
理

後
説

明
会

に
つ

い
て

は
、

４
月

は
資

料
送

付
を

行
い

、
５

月
以

降
は

労
働

者
派

遣
事

業
と

職
業

紹
介

事
業

の
そ

れ
ぞ

れ
毎

月
１

回
実

施
し

、
労

働
者

派
遣

事
業

計
3
6
7
事

業
所

、
職

業
紹

介
事

業
計

4
5
7
事

業
所

に
対

し
て

適
正

な
業

務
運

営
の

促
進

を
図

っ
た

。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
防

止
の

観
点

か
ら

、
引

き
続

き
、

説
明

会
に

つ
い

て
は

オ
ン

ラ
イ

ン
で

の
開

催
を

実
施

す
る

こ
と

と
し

、
適

正
な

許
可

申
請

や
業

務
運

営
の

促
進

を
図

る
。

数
値

目
標

（
○
本
省
指
示
、
●
大
阪
局
独
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重
点

施
策

達
成

状
況

等
（

１
月

末
現

在
）

令
和

５
年

度
の

取
組

方
針

○
雇

用
保

険
受

給
者

の
早

期
再

就
職

件
数

3
0
,
5
8
0
件

以
上

雇
用

保
険

受
給

者
の

早
期

再
就

職
件

数
2
2
,
2
9
7
件

（
進

捗
率

7
2
.
9
％

）
（

1
1
月

末
現

在
）

雇
用

保
険

受
給

者
へ

早
い

段
階

で
の

積
極

的
な

ア
プ

ロ
ー

チ
を

雇
用

保
険

給
付

部
門

と
職

業
相

談
部

門
が

共
に

行
い

、
就

職
意

欲
を

喚
起

し
就

職
へ

つ
な

げ
る

。

    
●

雇
用

保
険

関
係

重
点

手
続

の
オ

ン
ラ

イ
ン

利
用

率
に

つ
い

て
、

資
格

取
得

届
6
6
.
9
％

・
資

格
喪

失
届

6
6
.
8
％

・
高

年
齢

雇
用

継
続

給
付

の
支

給
申

請
7
8
.
9
％

以
上

を
目

指
す

雇
用

保
険

関
係

重
点

手
続

の
オ

ン
ラ

イ
ン

利
用

率
　

資
格

取
得

届
6
7
.
7
％

　
資

格
喪

失
届

6
6
.
0
％

　
高

年
齢

雇
用

継
続

給
付

金
の

支
給

申
請

8
7
.
7
％

引
き

続
き

、
雇

用
保

険
電

子
申

請
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
を

活
用

し
た

事
業

所
へ

の
訪

問
・

電
話

相
談

の
実

施
等

の
利

用
勧

奨
を

行
う

。

7
労

働
保

険
未

手
続

事
業

一
掃

対
策

の
推

進

●
労

働
保

険
の

加
入

手
続

勧
奨

を
効

果
的

に
実

施
し

、
手

続
指

導
に

よ
る

成
立

件
数

1
,
2
0
0
件

以
上

を
目

指
す

令
和

４
年

度
労

働
保

険
適

用
促

進
計

画
に

基
づ

き
、

加
入

勧
奨

を
実

施
。

昨
年

度
に

引
き

続
き

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

下
に

お
け

る
指

導
方

法
と

し
て

文
書

等
に

よ
る

手
続

指
導

を
中

心
に

行
っ

た
結

果
、

令
和

５
年

１
月

末
現

在
に

お
け

る
成

立
件

数
は

1
,
1
5
8
件

（
達

成
率

9
6
.
5
％

）
と

昨
年

同
期

（
1
,
2
8
8
件

）
と

比
べ

減
少

し
て

い
る

も
の

の
、

目
標

を
達

成
で

き
る

見
込

み
で

あ
る

。

令
和

５
年

度
労

働
保

険
適

用
促

進
計

画
を

策
定

し
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
防

止
対

策
を

講
じ

つ
つ

、
未

手
続

事
業

場
の

解
消

に
取

り
組

む
こ

と
で

、
成

立
件

数
年

間
1
,
2
0
0
件

以
上

を
目

指
す

。

8
労

働
保

険
料

等
の

収
納

率
向

上

●
実

効
あ

る
滞

納
整

理
を

実
施

し
、

全
国

平
均

以
上

を
上

回
る

収
納

率
を

目
指

す

令
和

４
年

度
滞

納
整

理
年

間
業

務
実

施
計

画
に

基
づ

き
徴

収
業

務
を

実
施

し
た

結
果

、
令

和
５

年
１

月
末

に
お

け
る

収
納

率
は

7
4
.
1
9
％

で
あ

り
、

同
時

期
の

全
国

平
均

（
7
3
.
9
6
％

）
よ

り
0
.
2
3
％

増
と

な
っ

て
い

る
。

　
本

年
度

は
引

続
き

コ
ロ

ナ
禍

に
あ

っ
て

、
経

済
活

動
に

影
響

を
受

け
た

事
業

主
等

の
負

担
軽

減
を

図
る

た
め

、
各

事
業

場
の

財
務

状
況

を
考

慮
し

、
事

業
場

の
立

場
に

立
っ

た
納

付
相

談
、

納
付

督
励

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

強
制

措
置

を
含

め
た

徴
収

業
務

を
実

施
し

て
お

り
、

年
度

末
に

目
標

を
達

成
す

べ
く

、
収

納
率

の
向

上
に

向
け

て
取

り
組

ん
で

い
く

。
 

 

令
和

５
年

度
滞

納
整

理
年

間
計

画
を

策
定

し
、

全
国

平
均

を
上

回
る

収
納

率
の

達
成

を
目

標
に

、
差

押
え

等
の

強
制

措
置

、
適

正
な

納
付

計
画

の
対

応
、

実
地

調
査

等
に

よ
る

事
業

場
の

実
態

把
握

等
を

行
い

、
積

極
的

な
滞

納
整

理
に

取
り

組
ん

で
い

く
。

雇
用

保
険

制
度

の
安

定
的

運
営

6

数
値

目
標

（
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